
茨城県自衛隊家族会（城里町）朝霞駐屯地見学

防衛協会青年部会での防衛講話
の
依
頼
を
受
け
、
防
衛
講
話
を
実
施
し
た
。

し
い
学
び
「
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」（
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
バ
ケ
ー
シ

者
ソ
ー
ス
の
変
化
を
紹
介
し
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
訪
問
等
の
取

府
県
の
枠
を
超
え
た
活
動
が
必
要
だ
と
説
明
し
た
。
ま
た
、
新

茨
城
県
防
衛
協
会
青
年
部
会
総
会
で
狩
野
平
左
衛
門
岳
也
会
長

ー
マ
に
「
航
空
自
衛
隊　

宇
宙
領
域
把
握
開
始
」、「
募
集
状
況

「
募
集
状
況
と
茨
城
地
本
の
取
り
組
み
」
で
は
、
募
集
対
象

ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
）
の
活
用
を
紹
介
し
、
自
衛
隊
の

友
人
形
成
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
是
非
と
も
ご
支
援
ご
協

態
勢
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
は
、
今
後
も
協
力
諸
団
体
と
、

令
和
７
年
７
月
５
日
（
土
）、
土
浦
市
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た

と
茨
城
地
本
の
取
り
組
み
」、「
災
害
派
遣
と
予
備
自
衛
官
」
に

栗
秋
１
空
佐
は
、『
最
近
の
自
衛
隊
の
取
り
組
み
等
』
を
テ

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
栗
秋
１
空
佐
）
は

つ
い
て
講
話
し
た
。

り
組
み
だ
け
で
は
な
く
通
信
制
の
学
校
も
視
野
に
入
れ
、
都
道

た
。

予
備
自
衛
官
と
し
て
活
動
で
き
る
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

ア
と
し
て
消
防
団
員
と
予
備
自
衛
官
の
相
乗
効
果
を
紹
介
し
、

若
返
り
を
図
り
、
未
来
の
自
衛
官
を
育
て
て
い
く
こ
と
に
合
わ

自衛隊茨城地方協力本部

う
真
夏
日
の
中
、
陸
上
自
衛
隊
中
央
音
楽
隊
の
合
奏
練

今
回
の
研
修
を
通
じ
て
、
わ
れ
わ
れ
家
族
会
も
、
自

は
振
武
臺
（
し
ん
ぶ
だ
い
）
記
念
館
を
訪
問
し
勤
務
員

土
の
歴
史
に
つ
い
て
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

屯
地
の
概
要
説
明
を
分
か
り
や
す
く
実
施
し
て
く
れ
ま

ご
飯
が
食
べ
た
い
。」
と
大
変
好
評
で
し
た
。
午
後
か
ら

衛
隊
が
そ
の
即
応
性
と
精
強
性
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ

（
城
里
町
会
長
・
石
井　

勝
）
は
、
陸
上
自
衛
隊
朝
霞
駐

し
た
。
そ
の
後
、
隊
員
食
堂
で
美
味
し
い
ご
飯
を
食
べ
、

習
を
見
学
し
、
移
動
中
に
は
広
報
担
当
者
が
車
中
で
駐

令
和
７
年
７
月
３
日
（
木
）、
茨
城
県
自
衛
隊
家
族
会

会
員
か
ら
は
「
毎
日
と
言
わ
ず
週
に
一
度
は
こ
ち
ら
で

の
方
が
同
行
ガ
イ
ド
を
し
な
が
ら
、
朝
霞
駐
屯
地
や
郷

く
り
を
支
え
、
国
民
の
安
心
・
安
全
に
寄
与
し
て
い
き

た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

「
災
害
派
遣
と
予
備
自
衛
官
」
で
は
、
人
材
確
保
の
ア
イ
デ

連
携
を
強
化
し
、
自
衛
隊
に
対
す
る
国
民
の
理
解
促
進
と
募
集

イ
ベ
ン
ト
や
基
地
見
学
へ
の
参
加
を
期
待
し
て
い
る
と
説
明
し

参
加
し
た
防
衛
協
会
青
年
部
会
会
長
は
「
我
々
青
年
部
は
創

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」
と
決
意
を
表
し
た
。

地
元
で
何
か
あ
れ
ば
消
防
団
員
と
し
て
、
日
本
で
何
か
あ
れ
ば

せ
、
同
年
代
同
士
、
腹
を
割
っ
て
日
本
の
こ
と
を
語
り
合
え
る

屯
地
を
訪
問
し
ま
し
た
。
当
日
は
外
気
温
度
33
℃
と
い

立
以
来
21
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
創
立
時
の
メ
ン
バ
ー
の
ほ

と
ん
ど
が
60
歳
を
超
え
青
年
部
と
は
言
え
な
い
の
で
来
年
か
ら


